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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気光学動作を行う電気光学パネルと、
　前記電気光学パネルを駆動する第１駆動回路を設けた第１基板と、
　前記電気光学パネルを駆動する第２駆動回路を、前記第１基板の表面の法線方向におい
て前記第１駆動回路と重なる位置に設けた第２基板と、
　駆動回路が設けられていない、前記第１駆動回路と前記第２駆動回路との間を通過する
部分を有する配線層を設けた第３基板と、
を備える電気光学装置。
【請求項２】
　前記第３基板は、前記電気光学パネルに電源電位を供給することを特徴とする請求項１
に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記第３基板は、前記通過する部分において前記配線層が露出することを特徴とする請
求項１又は２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記第３基板は、前記通過する部分が他の部分よりも幅広に形成されることを特徴とす
る請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　前記第１基板および第２基板は、前記電気光学パネルの一辺に平行に設けられた端子列
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にそれぞれ接続することを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項６】
　前記第３基板は、前記電気光学パネルの１辺と異なる辺に接続することを特徴とする請
求項５に記載の電気光学装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の電気光学装置を備える電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気光学装置の熱を放散させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネル等の電気光学パネルを備えた電気光学装置は、当該電気光学パネルを駆動す
る駆動回路（駆動ＩＣ）の発熱を原因として高温化することがある。例えば、駆動回路が
発した熱が電気光学パネルに伝わると、当該電気光学パネルにおける画像の表示品位が低
下することがある。電気光学装置の熱を放散させる技術として、特許文献１及び特許文献
２は、電気光学パネルを駆動する集積回路の周辺に、放熱部材を配置することを開示して
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２２５０３５号公報
【特許文献２】特開２００９－７５４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　最近では、電気光学パネルの駆動が複雑化、高速化することがあり、電気光学パネルを
駆動する駆動回路を複数必要とする場合がある。この場合、電気光学パネルが更に高温化
しやすくなる。しかし、特許文献１及び特許文献２には、駆動回路が複数ある場合につい
て、特に記載されていない。また、電気光学装置の熱を放散させるために、放熱部材等の
電気光学動作とは関係しない部材を設ける手法を採るのが一般的であるが、更に別の手法
で熱の放散を促進できることが望ましい。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的の一つは、電気光学パネル
を駆動する駆動回路が発した熱の放散を促進することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る電気光学装置は、電気光学動作を行う電気光
学パネルと、前記電気光学パネルを駆動する第１駆動回路を設けた第１基板と、前記電気
光学パネルを駆動する第２駆動回路を、前記第１基板の表面の法線方向において前記第１
駆動回路と重なり合う位置に設けた第２基板と、前記電気光学パネルに電源電位を供給し
、前記第１駆動回路と前記第２駆動回路との間を通過する部分を有する配線層を設けた第
３基板とを備える。
　この発明によれば、第１駆動回路と第２駆動回路との間を通過するように、電気光学パ
ネルに電源電位を供給する配線層が設けられることにより、当該電気光学パネルを駆動す
る駆動回路が発した熱の放散を促進することができる。
【０００６】
　本発明において、前記第３基板は、前記通過する部分において前記配線層が露出しても
よい。
　この発明によれば、第１駆動回路と第２駆動回路との間を通過する部分で配線層が露出
することにより、駆動回路が発した熱の放散を促進することができる。
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【０００７】
　本発明において、前記第３基板は、前記通過する部分が他の部分よりも幅広に形成され
てもよい。
　この発明によれば、第１駆動回路と第２駆動回路との間を通過する部分が他の部分より
も幅広に形成された配線層とすることにより、駆動回路が発した熱の放散を促進すること
ができる。
【０００８】
　なお、本発明は、電気光学装置のほか、当該電気光学装置を備えた電子機器としても観
念することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る電気光学装置の構成を示す斜視図。
【図２】同実施形態に係る電気光学装置の構成を示す平面図（II矢視図）。
【図３】同実施形態に係る第１ＣＯＦ基板及び第２ＣＯＦ基板の電気的接続の説明図。
【図４】同実施形態に係る電気光学装置を側端面の方向から見たときの図（IV矢視図）。
【図５】同実施形態に係る電気光学装置の制御系統を示すブロック図。
【図６】本発明の変形例に係る電気光学装置の構成を示す斜視図。
【図７】本発明の変形例に係る電気光学装置の構成を示す斜視図。
【図８】同電気光学装置を適用したプロジェクターを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。以下の説明で参照する
各図において、各部材、各領域等を認識可能な大きさとするために、実際とは縮尺を異な
らせている場合がある。
　図１は、本発明の一実施形態に係る電気光学装置１の構成を示す斜視図である。図２は
、電気光学装置１の構成を示す平面図（図１のII矢視図）である。以下では、説明の便宜
上、液晶パネル１００の観察側の面を「上面」と称し、その反対側を向く背面側の面を「
下面」と称して、電気光学装置１の構成要素の説明をする場合がある。また、図２におい
て、配線層３２はかくれ線（破線）で示すべきであるが、位置を分かり易くするために実
線で示す。図１、２に示すように、電気光学装置１は、液晶パネル１００と、第１ＣＯＦ
（Chip On Film）基板１０と、第２ＣＯＦ基板２０と、電源用ＦＰＣ（Flexible printed
 circuits）３０とを備える。
【００１１】
　液晶パネル１００は、電気光学動作を行う電気光学パネルの一例であり、ここでは透過
型の液晶パネルである。電気光学動作は、表示領域１２０に画像を表示する表示動作を含
む。液晶パネル１００は、複数の画素電極（図示略）が形成された素子基板１１０Ａと、
コモン電極（図示略）が設けられた対向基板１１０Ｂとが、一定の間隙を保って貼り合わ
せられ、この間隙に、例えばＶＡ（Vertical Alignment）型の液晶が封入された構成であ
る。素子基板１１０Ａ及び対向基板１１０Ｂの各々は、ガラスや石英等の光透過性を有す
る素材で形成されている。
【００１２】
　表示領域１２０は、素子基板１１０Ａのうちの対向基板１１０Ｂとの対向面に形成され
る。表示領域１２０は、マトリクス状に配列する複数の画素電極によって形成され、当該
画素電極は、複数行の走査線と複数列のデータ線との各交点に対応して配置される。素子
基板１１０Ａのうちの対向基板１１０Ｂとの対向面には、素子基板１１０Ａ上の表示領域
１２０の周縁領域（以下、単に「周辺領域」と呼ぶことがある。）の一辺に沿って、Ｙド
ライバー１４０が設けられ、当該一辺に直交する他辺に沿って、Ｘドライバー１５０が設
けられている。表示領域１２０の複数行の走査線は、Ｙドライバー１４０と電気的に接続
され、複数列のデータ線は、Ｘドライバー１５０と電気的に接続される。Ｙドライバー１
４０は、複数行の走査線の各走査線に走査信号を供給する走査線駆動を行う。Ｘドライバ
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ー１５０は、画像信号をサンプリングして、複数列のデータ線の各データ線にデータ信号
を供給する。
【００１３】
　また、素子基板１１０Ａ上の周縁領域の一辺には、複数の端子１３０Ａと、複数の端子
１３０Ｂとが設けられている。本実施形態では、複数の端子１３０Ａ及び複数の端子１３
０Ｂは、Ｘドライバー１５０と同じ辺に設けられている。複数の端子１３０Ａ及び複数の
端子１３０Ｂはそれぞれ一列で配列し、且つ、互いに平行である。端子１３０Ａは、第１
ＣＯＦ基板１０と電気的に接続され、端子１３０Ｂは、第２ＣＯＦ基板２０と電気的に接
続されている。端子１３０Ａ及び端子１３０Ｂには、外部機器から、液晶パネル１００を
駆動する駆動信号が供給される。駆動信号は、例えば、各種信号や各種電圧、表示領域１
２０に表示する画像を示す画像信号を含むが、液晶パネル１００の駆動に用いられるその
他の信号であってもよい。
【００１４】
　続いて、第１ＣＯＦ基板１０及び第２ＣＯＦ基板２０について説明する。図３は、第１
ＣＯＦ基板１０及び第２ＣＯＦ基板２０の電気的接続を説明する図である。図４は、電気
光学装置１を側端面の方向から見たときの図（図２のIV矢視図）である。図３では、電気
的接続を分かりやすくするために、第１ＣＯＦ基板１０及び第２ＣＯＦ基板２０の構成要
素のうちの基材１１、２１を破線で示し、それ以外の要素を実線で示す。
　第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０とは、平行（又はほぼ平行）に配置されてい
る。第１ＣＯＦ基板１０は、本発明の第１基板の一例であり、基材（フィルム基板、可撓
性基板）１１と、基材１１上に設けられた第１駆動ＩＣ１２（集積回路）とを備える。第
１駆動ＩＣ１２は、本発明の第１駆動回路の一例であり、駆動信号を生成して、液晶パネ
ル１００に供給する。第１駆動ＩＣ１２は、ＴＡＢ（Tape Automated Bonding）技術を用
いて、電気的及び機械的に基材１１の下面に固着されている。図３（ａ）に示すように、
基材１１上には、複数の信号線を含む信号配線１３が形成（パターニング）され、更に、
第１駆動ＩＣ１２が信号配線１３の一部の信号線と電気的に接続される。第１駆動ＩＣ１
２は、信号配線１３の信号線を介して端子１３０Ａと電気的に接続され、端子１３０Ａに
駆動信号を供給する。第１駆動ＩＣ１２は、例えばＤ／Ａ（Digital to Analog）コンバ
ーターを備え、外部機器から供給されたデジタル信号（例えば、ＬＶＤＳ（Low voltage 
differential signaling）形式）をアナログ信号に変換して、端子１３０Ａに供給する。
【００１５】
　第２ＣＯＦ基板２０は、本発明の第２基板の一例であり、基材（フィルム基板、可撓性
基板）２１と、基材２１上に設けられた第２駆動ＩＣ２２（集積回路）とを備える。第２
ＣＯＦ基板２０は、第１ＣＯＦ基板１０（基材１１）の表面（ひょうめん）の法線方向（
図４に一点鎖線で図示。）において、第１ＣＯＦ基板１０と重なり合う位置に配置されて
いる。また、第２ＣＯＦ基板２０は、第１ＣＯＦ基板１０と離間して配置されている。こ
のため、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間には、隙間（空隙、空間）が形
成される。
【００１６】
　第２ＣＯＦ基板２０の第２駆動ＩＣ２２は、本発明の第２駆動回路の一例であり、駆動
信号を生成して、液晶パネル１００に供給する。第２駆動ＩＣ２２は、ＴＡＢ技術を用い
て、電気的及び機械的に基材２１の下面に固着されている。第２駆動ＩＣ２２は、ここで
は、第１駆動ＩＣ１２と同じＩＣである。図３（ｂ）に示すように、基材２１上には複数
の信号線を含む信号配線２３が形成（パターニング）され、更に、第２駆動ＩＣ２２が信
号配線２３の一部の信号線と電気的に接続される。第２駆動ＩＣ２２は、信号配線２３の
信号線を介して端子１３０Ｂと電気的に接続され、端子１３０Ｂに駆動信号を供給する。
ここでは、第１駆動ＩＣ１２と複数の端子１３０Ａの各々とを接続する信号線の長さ、及
び、第２駆動ＩＣ２２と複数の端子１３０Ｂの各々とを接続する信号線の長さは、互いに
同じとなるように構成される。第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２は、液晶パネル１
００が備えるＹドライバー１４０及びＸドライバー１５０と協働して、液晶パネル１００
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の表示動作を実現する。
　なお、一部の端子１３０Ａ及び一部の端子１３０Ｂは、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動
ＩＣ２２と電気的に接続されていない信号線と接続されている。この信号線は、例えば、
電源配線やグラウンド配線、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２を介さないで供給さ
れる駆動信号に対応した信号線である。
【００１７】
　図１、２に戻り、電源用ＦＰＣ３０は、本発明の第３基板の一例であり、例えば、ポリ
ミイド等で形成された基材３１上（ここでは上面）に、銅箔等の配線層３２を設けたフレ
キシブルプリント基板である。電源用ＦＰＣ３０は、第１ＣＯＦ基板１０又は第２ＣＯＦ
基板２０を介して供給される電源電位とは別に、液晶パネル１００に電源電位を供給する
ための基板である。配線層３２は、図示せぬ電源（例えば商用電源又は電池）と液晶パネ
ル１００とのそれぞれと電気的に接続され、当該電源からの電源電位を、液晶パネル１０
０に供給する。配線層３２の表面には、レジスト処理が施されることによってレジスト層
（図示略）が設けられている。液晶パネル１００は、電源用ＦＰＣ３０を介して供給され
た電源電位を用いて動作する。
【００１８】
　電源用ＦＰＣ３０は、素子基板１１０Ａ上の周縁領域のうち、第１ＣＯＦ基板１０及び
第２ＣＯＦ基板２０が接続される辺の反対側（即ち対向する辺）から引き出される。そし
て、電源用ＦＰＣ３０は、素子基板１１０Ａの一方の側端面に沿って、当該側端面を回り
こむように、第１ＣＯＦ基板１０及び第２ＣＯＦ基板２０の方向に配置される。これによ
り、液晶パネル１００が透過型であっても、表示領域１２０と電源用ＦＰＣ３０とが重な
り合うことを原因として、電源用ＦＰＣ３０が観察者に視認されてしまうことがない。
【００１９】
　更に、電源用ＦＰＣ３０は、第１ＣＯＦ基板１０及び第２ＣＯＦ基板２０と交差して、
第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０の間に通過する。このため、配線層３２は、第
１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０の間を通過する部分を有する。更に、図４に示す
ように、電源用ＦＰＣ３０のうち、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を通
過する部分は、第１ＣＯＦ基板１０の表面の法線方向（図４に一点鎖線で図示。）におい
て、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２と重なり合うように、固定配置されている。
ここでは、電源用ＦＰＣ３０のうち、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を
通過する部分は、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２のそれぞれの一部又は全体と重
なり合う。
　電源用ＦＰＣ３０は、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を通過すると、
第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０に沿って、図示せぬ電源の方向に配置される。
【００２０】
　図５は、電気光学装置１の制御系統を示すブロック図である。図５に示すように、電気
光学装置１は、前述した第１駆動ＩＣ１２、第２駆動ＩＣ２２及び液晶パネル１００の他
、電気光学装置１の各部を制御する制御回路４０を備える。例えば、制御回路４０は、タ
イミング制御回路４１と、電源制御回路４２とを備える。
　タイミング制御回路４１には、外部機器から供給された入力画像信号が、同期信号に同
期して供給される。入力画像信号は、液晶パネル１００が備える複数画素の画素毎に階調
値を指定したデジタルデータである。タイミング制御回路４１は、各種の制御信号を生成
し、同期信号に同期して、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２、並びに、Ｙドライバ
ー１４０及びＸドライバー１５０を制御する。第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２は
、タイミング制御回路４１から供給された信号に基づいて駆動信号を生成し、液晶パネル
１００に供給する。電源制御回路４２は、電気光学装置１の各部に電源電位を供給する電
源制御を行う。例えば、電源制御回路４２は、電源用ＦＰＣ３０の配線層３２を介して、
液晶パネル１００に電源電位を供給する。
【００２１】
　ところで、従来構成の電気光学パネル（液晶パネル）では、電源用ＦＰＣ３０に相当す
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る電源用の基板が設けられていなかった。これに対し、電気光学装置１では、液晶パネル
１００の駆動の複雑化、高速化によって、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２という
２つの駆動回路を備え、更に、かかる駆動を実現のために必要な電源電位を、電源用ＦＰ
Ｃ３０を介して供給する。電気光学装置１では、駆動回路の数が増大して発熱量が増大す
る可能性があるが、電源用ＦＰＣ３０を利用して熱の放散を促進させることによって、液
晶パネル１００に熱が伝わりにくくなるようにしている。
【００２２】
　本実施形態の放熱作用について説明すると、電気光学装置１では、図２及び図４に示す
ように、電源用ＦＰＣ３０の配線層３２のうち、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２
０との間を通過する部分が、第１ＣＯＦ基板１０の法線方向において、第１駆動ＩＣ１２
及び第２駆動ＩＣ２２と重なり合う。このため、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２
が発した熱は、電源用ＦＰＣ３０、特に配線層３２に伝わりやすくなる。そして、配線層
３２に伝った熱は、例えば電源用ＦＰＣ３０の経路に沿って又は電源用ＦＰＣ３０から空
気中へ放散される。この放熱作用により、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆動ＩＣ２２が発し
た熱が、液晶パネル１００に伝わりにくくなる。この結果、第１駆動ＩＣ１２及び第２駆
動ＩＣ２２が発した熱によって、液晶パネル１００の性能が低下するのが抑制される。前
述した従来構成の電気光学パネルでは、電源用ＦＰＣ３０に相当する電源用の基板を有し
ないので、当該電源用の基板を利用して駆動回路からの熱を放散させる構成が採られるこ
ともない。
　なお、本実施形態では特に説明しなかったが、電気光学装置１において、放熱部材や冷
却機構を別途設けて、放熱効果を高めるようにしてもよい。
【００２３】
　本発明は、上述した実施形態と異なる形態で実施することが可能である。また、以下に
示す変形例は、各々を適宜に組み合わせてもよい。
　電源用ＦＰＣ３０は、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を通過する部分
において、配線層３２にレジスト層が設けられず、配線層３２が露出する構成であっても
よい。レジスト層よりも配線層３２の方が、熱伝導性の高い素材で形成されていることが
多いからであり、レジスト層を設けないことによって、放熱効果の向上が期待できる。こ
の場合において、電源用ＦＰＣ３０の全体で配線層３２が露出していてもよいが、電源用
ＦＰＣ３０の一部で、配線層３２が露出してもよい。後者の場合、電源用ＦＰＣ３０のう
ち、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を通過する部分のみで、配線層３２
が露出してもよい。また、電源用ＦＰＣ３０は、第１駆動ＩＣ１２と第２駆動ＩＣ２２と
に挟まれる部分のみで、配線層３２が露出してもよい。
【００２４】
　また、図６の電気光学装置１の構成を示す斜視図に示すように、電源用ＦＰＣ３０は、
第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を通過する部分において、他の部分より
も幅広に形成されていてもよい。この構成により、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板
２０との間を通過する部分において、電源用ＦＰＣ３０（配線層３２）の表面積（例えば
、配線の本数又は幅）が増大するので、放熱効果が更に向上することが期待できる。電源
用ＦＰＣ３０は、例えば、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯＦ基板２０との間を通過する部
分の幅をＷ１とし、液晶パネル１００の側端側を通過する部分の幅をＷ２とした場合に、
Ｗ１＞Ｗ２の関係を満たす。又は、電源用ＦＰＣ３０は、第１ＣＯＦ基板１０と第２ＣＯ
Ｆ基板２０との間を通過する部分の幅Ｗ１が、電源用ＦＰＣ３０における他のいずれの部
分の幅よりも広くなるように形成されてもよい。
【００２５】
　また、図７の電気光学装置１の構成を示す斜視図に示すように、電源用ＦＰＣ３０は、
液晶パネル１００の両側の側端面に沿って配置されてもよい。すなわち、電源用ＦＰＣ３
０と液晶パネル１００の表示領域１２０とが重なり合わなければ、観察者によって電源用
ＦＰＣ３０が視認されない。
【００２６】
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　また、電気光学装置１は、互いに異なる基板に設けられた駆動ＩＣを３つ以上備えても
よい。この場合において、３つ以上の駆動ＩＣが重なり合い、且つ、電源用ＦＰＣ３０が
、隣り合う２つの駆動ＩＣの間を通過する部分を有する配線層３２を備えることにより、
各駆動ＩＣからの熱を効率良く放散させることができる。
【００２７】
　上述した実施形態では、第１駆動ＩＣ１２は、基材１１の下面に設けられていたが、上
面に設けられてもよい。また、第２駆動ＩＣ２２は、基材２１の下面に設けられていたが
、上面に設けられてもよい。
　また、複数の端子１３０Ａと１３０Ｂとは、素子基板１１０Ａ上の周縁領域の同一の辺
に設けられるのではなく、別の辺に設けられてもよい。
　また、第１ＣＯＦ基板１０、第２ＣＯＦ基板２０及び電源用ＦＰＣ３０の各基板（配線
基板）を形成する素材や形状、扱う信号（駆動信号）は、上述した実施形態の例に限られ
ない。
　また、本発明の電気光学パネルは、透過型の液晶パネルでなくてもよく、例えば反射型
の液晶パネルであってもよい。また、本発明の電気光学パネルは、電気光学動作を行えば
よく、有機ＥＬ（Electro-Luminescence）パネル等の液晶以外の電気光学素子を用いたパ
ネルであってもよい。
【００２８】
　次に、上述した各実施形態に係る電気光学装置１を用いた電子機器の一例として、液晶
パネル１００をライトバルブとして用いた投射型表示装置（プロジェクター）について説
明する。図８は、このプロジェクターの構成を示す平面図である。
　図８に示すように、プロジェクター２１００の内部には、ハロゲンランプ等の白色光源
からなるランプユニット２１０２が設けられている。このランプユニット２１０２から射
出された投射光は、内部に配置された３枚のミラー２１０６及び２枚のダイクロイックミ
ラー２１０８によってＲ色、Ｇ色、Ｂ色の３原色に分離されて、各原色に対応するライト
バルブ１００Ｒ、１００Ｇ及び１００Ｂにそれぞれ導かれる。なお、Ｂ色の光は、他のＲ
色やＧ色と比較すると、光路が長いので、その損失を防ぐために、入射レンズ２１２２、
リレーレンズ２１２３及び出射レンズ２１２４からなるリレーレンズ系２１２１を介して
導かれる。
【００２９】
　このプロジェクター２１００では、液晶パネル１００を含む電気光学装置１が、Ｒ色、
Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応して３組設けられる。ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ及び
１００Ｂの構成は、上述した液晶パネル１００と同様である。Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞ
れの原色成分の映像信号がそれぞれ外部上位回路から供給されて、ライトバルブ１００Ｒ
、１００Ｇ及び１００がそれぞれ駆動される構成となっている。
　ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイク
ロイックプリズム２１１２に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリズム
２１１２において、Ｒ色及びＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進する。し
たがって、各原色の画像が合成された後、スクリーン２１２０には、投射レンズ２１１４
によってカラー画像が投射されることとなる。
【００３０】
　なお、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ及び１００Ｂには、ダイクロイックミラー２１
０８によって、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する光が入射するので、カラーフィル
ターを設ける必要はない。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロ
イックプリズム２１１２により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇ
の透過像はそのまま投射されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂによる水平走査方
向は、ライトバルブ１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像を
表示する構成となっている。
【００３１】
　電子機器としては、図８を参照して説明したプロジェクターの他にも、テレビジョンや
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、ビューファインダー型・モニター直視型のビデオテープレコーダー、カーナビゲーショ
ン装置、ページャー、電子手帳、電卓、ワードプロセッサー、ワークステーション、テレ
ビ電話、ＰＯＳ端末、デジタルスチルカメラ、携帯電話機、スマートフォン及びタブレッ
ト型端末その他のタッチパネルを備えた機器等が挙げられる。そして、これらの各種の電
子機器に対して、電気光学装置１が適用可能である。
【００３２】
１…電気光学装置、１００…液晶パネル、１１０Ａ…素子基板、１１０Ｂ…対向基板、１
２０…表示領域、１３０Ａ…端子、１３０Ｂ…端子、１４０…Ｙドライバー、１５０…Ｘ
ドライバー、１０…第１ＣＯＦ基板、１１…基材、１２…第１駆動ＩＣ、１３…信号配線
、２０…第２ＣＯＦ基板、２１…基材、２２…第２駆動ＩＣ、２３…信号配線、３０…電
源用ＦＰＣ、３１…基材、３２…配線層、４０…制御回路、４１…タイミング制御回路、
４２…電源制御回路、２１００…プロジェクター。

【図１】 【図２】



(9) JP 6287252 B2 2018.3.7

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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